
各地区奄友会だより（山形）

竃喜鬱r
t●－●ヽ
ノ：，

古川前支店長
お世話になりました

好天でのナイスプレーは最高です声高一画酎

優勝目指して…

◎
節
訓
回
山
形
支
部
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
入
会

開
催
今
牛
皮
は
、
山
形
県
の
中
心
で
あ
る
山
形
市
の
「
蔵

王
あ
ほ
ら
し
の
丘
」
　
て
、
県
内
8
地
区
9
7
名
の
選
手

が
参
加
し
、
情
夫
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た

N
T
T
東
日
本
山
形
支
店
の
小
泉
課
長
か
ら
激
励

山

形

◆
山
形
支
部

の
開
催
に
つ
い
て

十
他
地
域
と
の
交
流
大
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

ー
甘
H
T
T
と
の
定
期
連
絡
協
議
会
の
聞
催
に
つ
い

て
や
準
会
‖
制
度
に
つ
い
て
へ
試
行
）

◎
寵
友
会
山
形
支
部
埋
弾
会
閲
紘

平
成
2
9
隼
6
月
6
日
に
O
B
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、

各
地
区
会
長
9
名
が
出
怖
し
、
各
地
区
の
活
動
状
況

の
報
答
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
■
■

・
上
な
協
議
内
容
等
は
次
の
通
り
で
す
【
ノ

1
　
平
成
謂
牛
皮
の
活
動
報
告

り
】
　
平
成
2
9
年
度
の
活
動
計
画

甘
辛
成
2
9
年
度
新
規
会
‥
‖
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

畑
】
各
地
区
に
お
け
る
文
化
講
演
会
の
開
催
に
つ
い

て
訃
柚
須
川
回
山
形
支
部
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
入
会

の
お
言
葉
と
N
T
T
の

近
況
等
の
お
請
を
頂
き

ま
し
た
。

絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ

蔵
t
連
峰
を
見
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
、
時
に
は

大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら



各地区電友会だより（山形）

怨脚8人集
またまた元気です

蔵王国際ジャンプ台での
現・退一緒の行動

N［踊り子群臼…
エイエイオ～

全
員
が
元
気
は
つ
ら
つ
笑
顔
が
絶
え
な
い
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
「

大
会
の
結
果
は
以
仁
の
と
お
り
で
す
■
」

団
体
賞
　
　
優
勝

準
優
勝

男
子
個
人
　
優
勝

準
優
勝

女
子
個
人
　
優
勝

準
優
勝

霞
城
ク
ラ
フ

村
山
ク
ラ
フ

酒
m
ク
ラ
フ

村
山
ク
ラ
フ

巾
龍
城
ク
ラ
ブ

付
山
ク
ラ
フ

阿
部
　
信
夫

月
野
　
貞
治

「　　京子

nH
J
．
中
J
　
　
け
．
り
一
，
一

－
7
m
土
　
　
石
」
J

蔵
L
ク
∵
、
－
・
／
作
戦
は
例
年
通
り
6
月
の
第
1
卜

曜
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
「

蔵
王
の
自
然
を
知
耳
、
蔵
王
を
美
し
く
し
よ
う
と

い
う
目
的
で
、
所
縁
の
山
々
と
花
を
兄
な
が
ら
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
歩
き
ま
す
n
t

N
T
T
仕
口
の
方
々
と
私
た
ち
9
名
が
グ
ル
ー
プ

と
な
り
、
山
岳
会
の
案
内
の
も
と
、
竜
山
ゲ
レ
ン
デ

及
び
国
際
ジ
ャ
ン
プ
付
近
の
コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。

り
⊥
n
U
■
n
▼
名
か
参
加
し
ま
し

た

華
や
か
な
出
演
者
の
、

正
調
・
男
踊
り
・
傘
回
し
な

ど
そ
の
踊
り
手
に
ふ
さ
わ

し
い
着
付
け
や
化
粧
を
、

私
た
ち
O
G
仲
間
1
4
名
が

支
援
し
ま
し
た

◆
霞
城
ク
ラ
ブ

◎
戚
王
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加

◎
花
笠
踊
り
の
着
付
け
支
援

山
形
の
夏
の
祭
典
「
山
形
花
笠
ま
つ
り
」
は
六
月

7
日
、
大
根
に
恵
ま
れ
N
T
T
プ
ル
ー
フ
と
し
て
的

母
文
化
講
演
会
開
催

平
成
㌍
隼
8
＝
ゴ
ロ
、
遊
学
館
に
於
い
て
1
0
0

名
を
越
え
る
参
加
者
を
迎
え
て
講
習
会
が
開
催
さ
れ
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両川支店長大変解り易い説明です

熊本地震の教訓から…
減災・防災を

た
■
　
雛
1
部
で
は
、
「
N
T
T
山
形
支
店
の
車
業
活

動
に
つ
い
て
」
と
超
し
て
N
T
T
山
形
支
店
両
川
上

店
長
よ
い
リ
講
話
を
頂
い
た
〔
〉
　
日
日
頭
目
」
紹
介
に
人
目

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
真
田
丸
の
舞
台
と
な
っ
た
真
相

村
の
生
ま
れ
、
長
野
県
出
身
云
7
回
初
め
て
の
東
北
（
山

形
）
　
の
勤
務
で
、
そ
の
第

一
印
象
が
「
食
べ
物
が
お

い
し
い
」
「
酒
が
う
ま
い
」

「
人
柄
が
と
て
も
良
い
」

と
好
感
を
持
た
れ
た
〈
　
ま

た
講
話
で
は
、
「
フ
リ
ー

W
i
－
i
の
提
供
や
清
川

等
、
併
せ
て
新
た
な
付
加
価
佃
を
生
み
目
し
、
共
に
地

．
几
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
、
地
域
の
普
及
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。
」
新
支
店
に
か
ら
の
メ
ソ
セ
ー

ジ
に
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た

第
2
部
で
は
、
「
撞
本
地
震
等
の
教
訓
か
ら
滅
災
・

防
災
を
考
え
る
」
と
起
し
て
、
山
形
市
防
災
対
策
課

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
藤
明
氏
に
よ
る
講
演
、

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
当
初
大
阪
府
も
兵
埴
県

も
防
災
訓
練
に
自
衛
隊
か
ら
の
申
入
れ
に
は
仝
て
門

‥
削
払
い
、
大
震
災
の
発
生
時
点
で
も
自
衛
隊
に
対
す

る
受
入
態
勢
は
全
く
日
栄
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

直
に
危
機
意
識
の
欠
如
を
露
呈
し
て
い
た
　
発
災
の

日
は
周
辺
の
道
路
も
大
渋
滞
　
都
市
機
能
は
完
全
マ

ヒ
ノ
　
そ
ん
な
申
、
目
前
隊
の
災
害
派
遣
や
復
旧
活
動

を
ふ
て
自
治
托
抗
認
識
や
態
度
を
も
一
変
さ
せ
た
と

い
う
　
そ
の
後
東
日
本
大
震
災
で
は
、
そ
の
教
訓
が

生
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
‥
■
　
こ
れ
ま
で
日
本
列
島
は
圭

る
と
こ
ろ
で
地
震
が
あ
り
、
特
に
周
辺
の
県
は
比
較

的
大
き
な
震
度
の
地
震
が
頻
発
し
て
い
る
U
山
形
県

は
こ
れ
ら
の
大
き
な
地
中
根
が
い
つ
発
生
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
状
況
に
あ
る
ゥ
熊
本
地
震
と
比
較
し
て

も
山
形
盆
地
も
活
断
層
に
よ
る
l
互
卜
型
が
起
こ
る
吋

能
性
は
人
で
あ
る
、
▼
熊
本
地
震
で
は
死
者
が
り
】
2
5

人
、
山
形
盆
地
で
は
5
9
6
人
と
想
定
さ
れ
、
建
物

の
全
壊
を
含
め
る
と
被
害
は
更
に
大
き
く
な
る
っ

こ
れ
か
ら
も
し
災
害
が
起
き
た
と
き
、
▲
番
人
切

な
こ
と
は
　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
　
二
日
助
）
」

こ
れ
は
、
東
日
本
で
も
さ
か
ん
に
言
わ
れ
た
生
き
残

り
策
で
あ
る
■
次
に
可
能
な
ら
「
自
分
達
の
地
域
は

自
分
連
で
守
る
　
（
共
助
）
」
　
こ
れ
は
目
玉
防
災
・
情

報
収
鮎
∵
安
否
確
認
等
の
救
肋
活
動
で
あ
る
■
　
更

に
　
「
消
祐
∵
∴
目
衛
隊
・
市
役
所
等
の
公
共
機
関
に
よ

る
溝
助
（
公
助
）
」
　
の
確
立
で
あ
る
〔
〕
防
災
で
確
か

な
こ
と
は
、
災
害
は
忘
れ
る
間
も
な
く
や
っ
て
き
て

ど
ん
な
人
も
区
別
な
く
彼
吾
者
と
な
り
え
る
こ
と

そ
し
て
地
小
空
で
起
こ
さ
な
い
様
に
す
る
方
法
は
な
い

し
か
し
大
切
な
こ
と
は
、
地
中
兄
が
来
る
前
に
出
来
る

こ
と
、
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
や
れ
る
事
を
、
そ
の
危

険
を
想
定
し
、
対
応
し
て
い
ィ
、
以
外
被
害
を
防
く
、
方

法
は
な
い
　
今
回
、
災
告
現
場
の
映
像
を
見
な
が
ら

貴
重
な
体
験
を
お
開
き
し
、
防
災
の
認
識
を
新
た
に

し
た
「
　
真
剣
な
質
疑
応
答
を
交
え
て
の
盛
り
卜
り
を

み
せ
た
講
演
会
だ
っ
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

中
N
T
T
山
形
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
9
年
9
月
6
日
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

「
N
T
T
山
形
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
」
　
の
設
立
総

会
を
閲
催
し
、
会
則
を
決
議
、
及
び
役
員
を
逃
出
し

侵
城
ク
ラ
フ
に
新
た
に
愛
好
会
を
設
L
U
一
し
活
動
す
る

二
十
二
に
な
り
ま
し
た
。
毎
週
木
曜
日
に
定
糊
練
習
会

と
し
て
　
「
須
川
桜
つ
、
つ
み
ハ
ー
ク
コ
ル
フ
場
」
　
で
練

習
を
し
、
時
に
は
県
内
外
の
バ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
遠

征
、
技
術
の
研
臍
を
図
っ
て
お
り
ま
す
「



各地区電友会だより（山形）

パークコルフ愛好会の

発足メンバー

“’－て㌣1工でT「けrT‾－【’〉▲17膚‾一押TlTT∵‾て甲1

自然と野鳥との営み・・・
夕日の1コマ

こ
の
度
、
会
設
・
立
後
初
め
て
9
月
目
口
に
〓
鷹
町

で
行
わ
れ
た
　
「
第
5
回
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会

ハ
ー
ク
、
コ
ル
フ
大
会
」
　
に
参
加
、
残
念
な
が
ら
当
愛

好
会
か
ら
は
上
位
入
賞
者
を
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
て
し
た
が
、
多
く
の
会
員
と
の
交
流
を
図
る
事
が

で
き
ま
し
た
、
一

定
期
練
習
日
は
会
員
以
外
の
方
々
の
参
加
大
歓
迎

で
す
の
で
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
ノ
　
日
月
の
　
「
第
4
回
ク
ラ
、
フ
展
」
　
で
は
、
3
名

の
万
々
か
ら
の
賛
助
作
目
…
も
含
め
約
4
0
点
を
堪
小
す

る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
r
L
　
ま
た
会
員
の

親
睦
を
兼
ね
、
‖
月
末
前
後
、
2
9
年
2
回
H
の
1
泊

損
影
会
　
（
栗
原
市
の
伊
豆
沼
）
　
を
計
画
中
で
す
ノ

化
が
図
ら
れ
ま
し
た

そ
れ
で
は
2
9
年
度
前
半
戦
の
成
給
を
掲
載
し
ま
す

・
第
1
回
　
（
5
月
2
7
日
）

優
　
勝
　
佐
藤
　
忠
之
　
従
土

準
優
勝
　
伊
藤
　
智
草
　
雀
上

・
第
2
回
　
（
7
月
2
3
口
）

優
　
勝
　
佐
藤
　
党
　
　
雀
土

準
優
勝
　
設
楽
　
良
太
　
従
十

・
第
3
回
　
へ
9
月
1
6
日
）

優
　
勝
　
渡
辺
　
盛
上
　
雀
L

準
優
勝
　
堀
米
　
拓
　
　
才
上

佗
N
T
T
l
O
B
写
真
ク
ラ
ブ

4
月
に
新
会
員
か
1
名
加
わ
り
、
現
在
1
3
名
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
】
　
ま
た
、
7
月
か
ら
は
笛
賜
地
け

小
皿
友
会
所
届
の
写
〃
■
ハ
愛
好
家
3
名
が
、
当
ク
ラ
フ
の

月
例
会
へ
参
加
し
、
」
緒
に
勉
強
会
を
闇
催
し
て
い

3
麻
雀
＆
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

平
成
か
隼
日
月
3
0
日
発
足
し
て
以
来
足
掛
け
5
隼

に
な
り
ま
す
・
そ
の
聞
メ
ン
ハ
ー
も
大
分
足
腰
が
弱

く
な
っ
た
の
で
、
年
会
型
や
サ
ー
ク
ル
助
成
金
な
レ
ー

運
用
、
雀
卓
を
り
】
卓
増
　
T
J
卓
に
）
　
参
加
考
1
6
わ
が

椅
十
に
座
っ
て
や
れ
る
よ
う
に
な
り
活
き
活
き
と
輝

い
て
い
ま
す
　
そ
の
結
果
今
ま
で
以
上
に
胴
の
活
性

小
な
な
か
ま
ど
会

2
9
年
は
…
情
ハ
常
気
象
と
言
わ
れ
、
国
内
で
は
集
中
豪
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本日の大会優勝者‥
我こそは

作品展目指し…
皆さん元気ハツラツ

両
に
よ
る
大
き
な
災
害
発
牛
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症

の
発
生
が
多
く
祖
遺
さ
れ
、
例
会
の
開
催
を
心
配
す

る
口
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
例
会
を
残
す
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
及
び
健

康
卜
の
理
山
か
ら
参
加
で
き
な
い
方
も
多
々
あ
り
ま

し
た
が
、
各
例
会
と
も
3
0
名
以
上
の
参
加
を
頂
き
充

実
し
た
会
の
運
営
が
凶
ら
れ
ま
し
た
。
会
H
の
皆
様

の
ご
協
力
ご
支
援
を
頂
き
、
元
気
に
楽
し
く
ゴ
ル
フ

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
■
】

今
年
度
の
例
会
成
親
は
、
次
の
通
り
で
す

・
第
1
回
例
会
　
（
通
符
2
6
2
回
）

天
職
c
c
　
（
4
月
2
4
日
参
加
者
3
2
名
）

優
勝
　
叶
　
呂
悦
　
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
健
旧
ル

・
第
り
」
回
例
会
　
（
通
算
2
6
3
回
）

蔵
王
c
c
　
へ
5
月
m
h
H
参
加
者
2
9
名
）

優
勝
　
村
山
　
久
次
　
　
準
優
勝
　
新
山
　
善
治

・
第
3
回
例
会
　
（
通
算
2
6
4
回
）

大
日
m
C
C
　
（
6
月
1
9
日
参
加
者
3
4
名
）

簡
略
　
斎
藤
　
敦
俊
　
　
準
優
勝
　
影
沢
　
保
雄

・
第
1
回
例
会
　
（
通
算
2
6
5
回
）

ニ
ュ
ー
フ
ラ
ソ
サ
ム
G
C
ニ
ー
月
2
1
日
参
加
音
3
2

名
一優
勝
　
石
塚
　
良
治
　
　
準
優
勝
　
設
楽
　
良
人

・
第
5
回
例
会
⊥
通
算
2
6
6
回
）

山
形
G
C
　
（
8
月
封
目
参
加
者
3
4
名
）

優
勝
　
松
田
　
真
一
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
佳

・
第
6
回
例
会
　
（
通
算
2
6
7
回
）

さ
く
ら
ん
ぼ
c
c
　
へ
9
月
1
5
日
参
加
者
3
3
名
）

優
勝
　
梅
津
　
和
彦
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
健
児

・
第
7
回
例
会
二
通
算
2
6
8
回
一

宮
城
蔵
王
c
c
　
（
1
0
月
1
3
円
参
加
者
州
名
）

優
勝
　
渡
過
　
数
上
目
　
　
準
優
勝
　
赤
塚
　
森
造

－
け
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
布
紗

半
年
に
‖
1
日
よ
り
山
形
県
芸
文
美
術
館
に
お
い

て
5
日
聞
、
「
古
布
と
遊
ぶ
・
ハ
ソ
チ
ワ
ー
∴
7
布
紗

作
目
冊
展
」
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
て
、
↓
同
頑
服
㍗

て
お
り
ま
す
■

健
康
第
二
　
「
O
B
サ
ロ
ン
」
　
へ
来
て
、
り
り
】
回

の
例
会
・
お
茶
の
み
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
が
合
言
葉

発
足
以
来
「
例
会
1
5
0
川
」
を
四
年
1
2
月
に
迎
え

ま
す
の
で
、
忘
年
会
光
お
祝
い
会
を
1
泊
で
計
画
中

で
す
〔
■

か
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
9
年
度
は
、
4
日
1
3
日
に
競
技
会
を
開
始
し

9
月
末
ま
で
3
回
の
雨
天
中
山
を
除
き
順
調
に
活
動

し
て
お
り
、
墨
に
、
毎
年
今
年
こ
そ
は
優
勝
を
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
念
願
の

佗
勝
を
り
】
七
会
に
お
い
て
獲
得
し
ま
し
た
■
　
6
日
の

退
職
者
の
会
県
大
会
で
川
体
憺
勝
、
女
子
個
人
で
は

優
勝
　
（
高
橋
ト
ミ
き
ん
こ
亜
び
に
哩
優
藤
二
木
付
キ



各地区電友会だより（山形）

lf1

支部GG交流大会団体優勝
（天気も最高）

う～ん良い手だな…山形やるな～

間

ホ2日Jtl卜・†軋雲Ll目し人心

南三県（園聾）
強者の皆さん元気です

今年度も昔で
600枚の清拭タオルを用意しました

・
不
．
い
さ
ん
）
　
を
獲
得
し
、
1
0
月
間
促
の
㍍
友
会
県
大

会
に
お
い
て
も
、
川
体
優
勝
、
女
子
佃
人
で
優
勝
二
叶

京
ナ
さ
ん
）
　
並
び
に
第
3
位
　
（
木
村
キ
ネ
子
さ
ん
）

を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
飛
び
賞
さ
ら
に
は
B
B
賞

も
獲
㍑
す
る
な
ど
、
参
加
者
全
員
で
喜
び
を
分
か
ち

合
え
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
「

な
っ
て
い
ま
す
■
▲

・
例
会
　
（
水
曜
ク
ラ
フ
）
　
の
結
果
二
7
月
末
か
ら
川

月
卜
本
ま
で
）

毎
週
水
曜
日
開
催
　
毎
回
約
1
4
名
山
席

i
勝
数
順
位

陣
中
　
正
ツ
橋
囲
碁
ク
ラ
フ

野
卑
1
0
月
2
5
日
　
仙
台
市
「
茂
鹿
茸
L
　
川
名
出
席

霞
城
ク
ラ
フ
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

1
位
　
戸
田
　
清
二

り
】
位
…
石
崎
　
政
兜
　
■

一
り
ー
勝
率
順
位

l

し

け

．

一

I

 

H

 

h

U

一

一

り
】
付
卜
　
原
m
　
利
労

封
回
来
北
南
二
．
県
親

指
囲
碁
大
会

A
ク
ラ
ス
　
2
位

B
ク
ラ
ス
　
1
位
2
位

C
ク
ラ
ス
　
3
位

．「　＝　　－日．．

浦
山
＋
勇

白
州
　
博
康

斎
藤
　
司

や
囲
碁
友
の
会

・
対
局
ホ
ラ
，
／
テ
ィ
7

5
年
H
に
入
り
ま
し
た
が
、
介
護
老
人
保
健
施
設

を
別
関
す
る
人
で
囲
碁
を
楽
し
む
人
が
皆
無
と
な
り

6
月
2
日
か
ら
．
時
中
山
と
な
り
ま
し
た
■
　
吋
局
を

楽
し
む
ガ
か
出
れ
ば
い
つ
で
も
再
関
す
る
こ
し
二
に

◆
電
友
会
さ
く
ら
ん
ぼ

3
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
溝
助

1
　
「
愛
の
は
し
こ
は
今
隼
度
も
清
拭
タ
オ
ル
を
鼎
日
に



各地区電友会だより（山形）

芯拭タオル贈呈

本山慧恩寺山円

早坂さん（左）

し
ま
し
た

相
月
は
日
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
6
施
設
に

計
6
0
0
枚
の
清
拭
タ
オ

ル
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
2
名
の
新
規
加

入
が
あ
り
、
来
年
度
は
贈

＝
仁
数
拡
大
の
声
も
湧
き
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
■

か
後
藤
さ
ん
と
早
坂
き
ん
は
俳
句
・
野
点
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た

寒
河
江
の
本
山
慈
恩
寺
で
は
、
9
月
2
4
日
に
第
1
0

阿
の
　
「
彼
岸
花
俳
句
∴
野
点
の
会
」
が
聞
催
さ
れ
ま

し
た多
く
の
ご
来
賓
や
参
拝
者
が
見
守
ら
れ
、
当
会
の

早
坂
信
子
き
ん
に
よ
る
本

尊
（
弥
勒
持
薩
）
へ
の
献

茶
式
が
挙
．
〓
さ
れ
る
と
、

餃
藩
キ
ヌ
エ
さ
ん
が
奏
で

る
琴
の
音
色
が
境
内
を
包

み
込
み
、
沢
山
の
方
々
か

ら
称
律
の
声
が
よ
せ
ら
れ

て
お
ー
り
ま
し
た

：
サ
ー
ク
ル
活
動

個
人
粥
ナ
　
第
1
位
　
鈴
木
　
俊
雄

・
北
西
村
山
地
区
高
退
連
支
流
大
会

1
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

（
平
成
乃
年
9
月
1
4
口
）

日
日
　
総
合
　
第
1
位

個
人
　
男
ナ
　
第
1
位

最
上
　
洋
一

・
電
友
会
山
形
支
部
交
流

大
会（

平
成
2
9
年
川
り
5
日
）

け
月
　
総
合
　
第
4
位

個
人
　
男
子
　
第
3
位
　
最
上
　
洋
一

②
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
県
協
大
会

【
平
成
2
9
年
9
月
日
日
ご

個
人
　
女
丁
十
　
第
2
位
　
申
付
　
久
√

今
後
、
某
月
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
他
県
へ
の
遠
征

も
行
う
予
定
で
す
、

≠
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

月
り
】
回
の
例
会
を
行
二
し
お
り
ま
す
　
7
日
1
4
日

に
は
ホ
テ
ル
で
暑
気
払
い
兼
成
…
ポ
発
表
会
が
闇
催
さ

N
T
T
労
組
退
職
音
の
会
県
協
大
会

（
平
成
半
年
6
日
1
日
一

用
件
総
合
　
第
3
け



各地区電友会だより（山形）

説明する尾崎さんこ　参加者がスボン
ト案内するという、日帰り旅に新し
いページが加わった

「谷口かっこそは」にて、食事前なのにこの笑顔、
過こした旅の雰囲気がうかがえる「

交流会に参加したメンハー
（新会員と役員）

重要文化財　金塔山悪縁寺「会津
ころり観音」の門前で記念写★

れ
、
自
慢
の
声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

◆
村
山
ク
ラ
ブ

◎
特
別
企
画

1
■
周
辺
史
跡
を
訪
ね

て
羽
川
街
道
を
北
上

今
熱
い
町
「
金
山
」

を
体
感
し
て
来
た
！

第
5
回
日
の
歴
史

探
訪
は
、
5
月
2
6
日

芭
蕪
、
イ
ザ
ベ
ラ
・

ハ
ー
ト
の
旅
し
た
地
や
羽
州
街
道
周
辺
の
史
跡
を
辿

り
、
今
熱
い
町
「
余
両
町
」
を
周
遊
し
て
、
熱
い
息

吹
を
肌
で
感
じ
る
旅
を
実
施
し
た
。
案
内
人
は
東
海

林
憲
男
氏
、
参
加
音
は
封
名
・

村
山
～
大
石
雨
∵
∴
陀
花
沢
1
名
木
沢
1
猿
羽
根
峠

～
舟
形
～
鳥
越
～
新
庄
～
谷
口
1
森
合
峠
～
及
位
～

金
山
～
上
台
峠
の
史
跡
と
周
遊
地
を
訪
ね
た
、

り
】
歓
迎
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

シ
ナ
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
た

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

1
｝
旅
ク
ラ
ブ

会
津
・
那
頂
へ
の
1
狛
旅
行
を
9
日
m
H
1
封
〓

実
施
し
た
・

サ
ロ
ン
パ
ス
で
の
旅

は
、
台
風
も
過
ぎ
去
り

晴
天
に
恵
ま
れ
た
。
喜

多
方
　
（
ほ
ま
れ
酒
造
）

1
吉
㌣
小
観
音
「
会
津
こ

ろ
り
観
音
」
　
∴
闘
蔵
王
り

「
福
浦
虚
空
歳
苫
躇
」
　
＼
局
食
は
道
の
駅
「
会
津
柳

津
」
・
斎
藤
溝
記
念
館
「
世
界
的
版
両
家
」
、
人
山

拓
∵
∴
拐
野
上
温
泉
「
藤
龍
館
」
泊
、
2
日
H
H
は
、
塔

の
へ
つ
り
・
1
那
須
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
・
茶
目
店
1
投
生

石
・
那
須
温
泉
神
社
～
那
墳
森
の
ビ
ー
ル
園
で
撞
食
・

「
お
肌
？
十
の
城
」
と
巡
っ
た
。

重
要
文
化
財
に
触
れ
、
御
利
益
と
御
功
徳
を
心
願

し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
版
画
芸
術
に
癒
さ
れ
た
■
．
湯
野
上
温

7
月
封
日
、
折
加
入
の
会
＝
日
の
人
た
ち
と
会
と
の

触
れ
合
い
を
築
J
二
歩
と
し
て
、
耕
入
会
‥
〓
二
H
刀

1
H
粥
ノ
　
を
対
象
と
し
た
「
歓
迎
－
い
り
巾
＝
、
／
ケ
支
流

会
」
を
如
根
の
　
「
ホ
ウ
ル
モ
テ
ル
ノ
二
・
、
閏
催
し
た

参
加
行
は
1
3
れ
て
り
】
ケ
ー
′
∴
行
い
、
ケ
H
ム
筏
ラ

泉
「
藤
龍
飾
」
は
、
広
い

部
屋
と
食
べ
き
れ
な
い

程
の
豪
華
な
料
理
で
大

満
足
・
車
中
・
行
く
先
々

は
笑
顔
で
会
話
が
押
え
、

初
秋
の
大
自
然
を
満
喫

て
き
た
楽
し
い
旅
と
な



各地区電友会だより（山形）

那須ロープウェイで上り、
某日岳を背に勢揃い

「初参加」秋久保てえ子さんのお先ショット
周りは、「やるね」と見守るおじさん達

堂々と選手正賓する村山・秋久保廣選手

昼食休憩時にカメラに向かう
村山参加者

（
塔
の
へ
つ
〓
こ

宴
会
の
拍
手
喝
采
踊
り
か
な

（
湯
野
上
温
泉
「
藤
龍
舘
」
一

骨
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

桟
頃
一
時
雨
の
ナ
報
も
あ
っ
た
が
、
暑
か
ら
ず
の

G
G
日
和
と
な
り
、
爽
や
か
な
1
日
を
過
ご
し
た
【

・
5
月
か
‖
好
夫
の
下
、

村
山
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ル
フ
大
会
が
碁
点
竜

神
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

1
9
名
が
参
加
、
今
回
も

新
会
員
の
参
加
が
あ
り
、

秋
久
保
て
え
予
さ
ん
が

デ
ビ
ュ
ー
し
た
．
■

大
会
結
果
は
、

粥
ナ
健
勝
池
野
勝
美

女
子
優
勝
け
野
郁
十

・
1
0
月
5
円
、
支
部
交
流

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
入
会
が

山
形
市
み
は
ら
し
の
丘
で

開
催
さ
れ
、
付
出
は
1
4
名

参
加
一
．
‥
”
山
天
か
ら
徐
々
に

日
差
し
が
強
ま
る
中
、
川

休
戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ

準
優
勝
丹
野
貞
治

準
優
勝
秋
久
保
て
、
答
十

旅
の
思
い
出
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
と
、
俳
句
を
詠

ん
で
く
れ
た
大
山
時
√
さ
ん
〔
■

新
涼
や
慈
悲
の
観
音
一
木
彫

（
金
塔
山
恵
隆
寺
　
立
木
千
手
観
音
）

癒
さ
る
る
版
画
の
世
界
秋
う
ら
ら

（
斎
藤
＝
侶
美
術
館
）

信
託
の
会
津
酒
造
所
椚
か
な

王
‥
多
方
「
ほ
ま
れ
酒
造
」
】

茅
茸
の
秘
境
の
駅
舎
秋
桜
　
　
　
ト

へ
湯
野
卜
温
泉
駅
｝

削
ら
れ
し
名
所
絶
壁
秋
高
し



各地区電友会だより（山形）

東根市大森山公園パークコルフ嘲

山形支部渡辺事務局長こ祝辞

男女の優勝者右から
池野勝美さん、丹野郁子さん

優勝し、賞品を受け取る
村川幹雄さん

長寿の賀詞米寿表彰

た
一
U
選
手
宣
誓
は
、
鱒
年
度
優
勝
の
村
山
の
秋
久
保

髄
さ
ん
が
行
っ
た
・

こ
の
コ
ー
ス
は
初
め
て
だ
っ
た
が
特
に
ベ
テ
ラ
ン

陣
が
大
健
闘
。
▼
個
人
戦
男
子
で
丹
野
貞
治
き
ん
が
準

優
勝
、
女
子
で
丹
野
郁
つ
い
さ
ん
が
準
優
勝
1
川
休
戦

は
、
午
前
を
ト
ッ
プ
で
折
り
返
し
た
が
、
午
後
に
逆

転
さ
れ
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
っ
た
。

封
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

大
会
結
果

男
子
優
勝
池
野
勝
美

女
子
優
勝
∵
丹
野
郁
子

第
5
回
柑
山
地
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
5
月
日

日
晴
天
の
下
、
東
根
市
大

森
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
閲
催
し
　
1
4
名
が
参
加

ゲ
ー
ム
終
了
後
「
森
久
そ

ば
屋
」
で
表
彰
式
と
昼
食

交
流
を
実
施
し
た
。

堆
優
勝
森
谷
俊
昭

鞋
優
勝
秋
田
玲
子

ル
ゴ
ル
フ
愛
好
会

例
年
に
な
く
6
回
の
開
催
を
好
天
で
プ
レ
ー
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
【
＝
▼
　
こ
れ
は
ひ
と
え
に
会
員
全

員
の
心
掛
け
に
太
陽
が
応
え
て
く
れ
た
も
の
と
思
い

ま
す
∴
親
睦
と
健
康
維
持
を
求
め
て
ま
た
梢
進
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し

・
第
3
回
　
（
大
石
田
G
・
C
）
　
6
月
8
日

優
勝
佐
藤
芳
孝
　
　
準
優
勝
相
川
幹
雄

・
第
4
回
（
県
民
ゴ
ル
フ
場
一
7
月
S
H

優
勝
遠
藤
孝
雄
　
　
準
優
勝
細
夫
清
ほ

・
第
5
回
　
（
爪
民
ゴ
ル
フ
場
一
9
月
7
日

優
勝
相
川
幹
雄
　
　
準
優
勝
紺
矢
清
隆

・
第
6
回
　
（
さ
く
ら
ん
ぼ
C
・
C
一
川
月
1
4
日

優
勝
∴
相
川
幹
雄
　
　
準
優
勝
佐
蔭
芳
孝

◆
酒
田
電
友
会

◎
定
期
総
会
の
開
催

平
成
四
年
度
の
酒
田
電
友
会
定
期
総
会
が
6
月
8

日
「
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
み
ず
ほ
」
　
に
於
い
て
0
0
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
っ

日
日
頭
、
平
成
謂
年
度
に
7
名
の
会
員
が
亡
く
な
ら

れ
た
こ
と
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
清
を
捧
げ

ま
し
た
「
続
い
て
高
橋
車
会
長

か
ら
「
サ
ー
ク
ル
活
動

へ
の
参
わ
‖
に
よ
り
、
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

人
切
目
‥
」
と
聞
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

長
寿
の
賀
詞
で
は
米
寿
　
へ
池
凹
小
静
枝
、
渋
谷
忠

雄
様
）
　
傘
寿
　
（
小
野
寺
サ
ト
ミ
様
）
　
1
名
の
皆
様
が

表
彰
さ
れ
、
米
寿
の
1
名
が
都
合
に
よ
り
欠
席
。

来
賓
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
吊
叱
友
会
山
形

支
部
事
務
局
長
の
渡
辺
盛
正
枝
か
ら
は
昨
年
の
熊
本

地
震
義
援
金
の
報
告
、
防

災
意
識
の
醸
成
を
図
る

た
め
防
災
訓
練
等
に
桔

桁
的
に
参
加
す
る
こ
と

が
必
要
〓
‥
退
職
者
の
余

滴
〓
地
区
協
議
会
長
の
菊

地
義
信
様
か
ら
健
庸
雄



各地区電友会だより（山形）

集めたコミも袋いっぱいに

、　Jtリ■rHでヽ⊥Jit亡■■ryl　　▲、　丁：＿　＿＿＿＿二＿≠±二＿＿・」■，．・・．＿・＿＿」上⊥「主

山形支部交流クラントゴルフ県大会に出場した
酒田地区メンバー

持
の
た
め
に
精
椀
的
に
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

を
〓
‥
N
T
T
東
日
本
山
形
支
精
良
の
古
川
直
↓
い
様
に

は
支
店
の
動
向
と
「
た
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

「
I
O
T
、
I
C
T
」
等
の
紺
サ
ー
ビ
ス
紹
介
等
の

ご
祝
辞
を
就
き
ま
し
た
。

総
会
は
恒
例
に
よ
り
高
橋
会
比
を
議
に
に
選
出
し

議
車
に
入
り
ま
し
た
r
　
平
成
軍
牛
皮
の
串
業
報
告
、

半
成
平
年
度
串
業
計
画
の
祐
原
案
を
審
議
し
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
に
先
J
一
ち
、
耕
会

‖
　
（
1
名
）
　
の
紹
介
と
ク
オ
カ
ー
ト
の
照
‖
卜
が
行
わ

れ
ま
し
た
」
】
　
懇
親
会
で
は
美
酒
を
飲
み
か
わ
し
、
宴

は
日
収
高
潮
！
溝
川
お
ば
こ
の
歌
声
に
古
川
山
形
支
店

長
も
交
わ
り
、
楽
し
い
酒
宴
と
な
り
ま
し
た

◎
N
T
T
ク
リ
ー
ン
作
職

今
回
で
黒
回
目
を
数
え
る
　
「
み
な
と
浦
川
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
お
し
ん
レ
ー
ス
」
　
の
・
主
会
場
と
な
る
浦
川

北
港
大
浜
岸
ニ
ス
イ
ム
ス
タ
ー
ト
付
近
）
　
の
清
掃
が

N
T
T
、
関
連
会
社
、
N
T
T
O
B
に
よ
り
聞
催
〓

前
日
の
6
月
封
〓
実
施
さ
れ
ま
し
た

奈
は
、
翌
日
、
洒
旧
北
港
大
浜
岸
の
整
備
さ
れ
た
〓

然
景
観
の
な
か
で
各
選
手
か
力
を
振
り
絞
二
J
H
分

の
限
卯
に
挑
み
ま
し
た

優
勝
阿
部
信
夫
　
　
準
優
勝
鈴
木
光
祐

・
第
り
】
回
鈴
木
光
祐
杯

（
7
月
刀
日
　
南
遊
佐
G
・
G
会
場
）

優
勝
日
加
邦
彦
　
　
準
優
勝
小
松
真
上

・
第
2
回
大
川
昭
雄
杯

へ
9
月
日
日
　
ス
ワ
ン
G
・
G
会
場
）

優
勝
．
二
鳥
金
次
郎
　
準
優
勝
五
卜
嵐
喜
久
雄

・
酒
田
、
鶴
岡
交
流
親
書
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
9
日
封
〓
　
庄
内
町
「
ひ
た
ま
り
」
　
G
G
会
場
）

優
勝
小
松
真
之
　
　
準
優
勝
阿
部
信
夫

∴
岨
友
会
山
形
友
部
交
流
ク
ラ
ン
ト
ゴ
ル
フ
県
大
会

｛
1
n
月
5
日
　
山
形
車
み
は
ら
し
の
丘
ミ
ュ
ー
シ

ア

ム

ハ

ー

ク

一

大
候
に
も
恵
ま
れ
、
爽

や
か
な
に
‖
空
の
も
と
別
名

が
参
加
し
、
清
掃
而
桔
約

5
■
り
0
正
を
1
時
間
　
へ
午

前
7
時
～
S
時
∴
　
‖
黒
め

た
コ
ミ
の
‥
一
り
は
ト
ラ
ッ
ク

に
1
ム
〓
あ
．
り
ま
し
た
　
大

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

∴
弟
1
回
鈴
木
光
祐
杯

二
．
〇
＝
柑
‖
　
大
浜
緑
地
公
園
）

優
膵
∴
〓
爛
邦
彦
　
　
準
優
勝
　
互
い
嵐
喜
久
雄

∴
弟
1
回
大
川
昭
雄
杯

へ
6
月
1
5
日
　
ス
リ
、
ノ
G
・
G
会
場
〉



各地区電友会だより（山形）

優勝した阿部信夫さん

11

松の木の下で
楽しい昼食会

幽玄の世界「黒川能」
幻想的な時間

自然の中での散策は
気分屋忘で－す

何
体
で
は
3
位
で
し

た
が
個
人
男
丁
ト
の
部
で

は
阿
部
信
夫
さ
ん
が
卓

越
し
た
技
能
を
発
揮
し

て
兄
事
に
優
勝
し
ま
し

ジ
ョ
キ
ン
ア
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
パ

コ
ー
ス
を
一
問
し
た
後
、
松
の
木
の
卜
で
楽
し
い

昼
食
会
で
す
ー

公
園
の
隣
に
あ
る
産
直
セ
ン
タ
ー
で
円
い
物
を
し

解
散
し
ま
し
た
「

火
入
れ
の
儀
」
　
か
ら
始
ま
る
幽
玄
の
世
非
に
引
き
込

ま
れ
、
時
間
の
提
つ
の
を
忘
れ
る
1
時
間
だ
っ
た
■

「
か
が
り
火
」
　
の
灯
り
に
照
ら
さ
れ
た
幻
想
的
な

時
空
が
ゆ
っ
た
り
と
過
ぎ
て
い
く
感
じ
が
す
る
有
意

義
な
一
夜
で
し
た
。

た▲②
N
T
T
・
O
B
歩
こ
う
会

・
鶴
岡
市
「
小
真
木
原
公
園
」
　
の
散
策

「
春
の
歩
こ
う
会
」
が
5
月
乃
H
哨
人
の
も
と
「
小

真
木
原
公
園
」
　
に
男
性
9
名
、
女
性
1
5
名
人
日
計
2
4
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
√

野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
体
育
館
な
ど
鶴
岡
の
総

合
ス
ホ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
鶴
岡
市
民
が
よ
／
、
散
歩
や

◆
鶴
岡
電
友
会

◎
伝
承
文
化
巡
り

◆
上
山
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
か
か
し
会

半
年
は
雨
に
た
た
ら
れ
通
し
で
、
ま
た
5
回
し
か

「
か
か
ー
ノ
会
」
と
し
て
め
活
動
が
出
来
て
い
ま
せ
ん

7
日
乃
日
、
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
・
黒
川
能

「
水
晶
の
能
」
　
を
鑑
賞
し
た
。
樹
引
運
動
公
国
野
外

ス
テ
ー
ジ
を
舞
′
H
に
し
、
十
校
5
時
か
ら
関
前
、
「
耕



各地区電友会だより（山形）

山形支部GG大会
参加メンバー

コj

第13回古川・小牛田・おいたまPG交流会
夜の懇親会

そ
れ
で
も
会
い
の
中
に
は
、
「
か
か
し
会
」
　
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
卜
山
車
や
各
地
区
公
民
館
・
－
1
椎
の
ク

ア
オ
ル
ト
に
も
精
椀
的
に
参
加
し
て
市
民
と
の
交
流

を
は
か
り
、
臼
身
の
体
力
強
化
に
つ
な
げ
て
い
る
人

も
お
り
ま
す
【
‥
】
も
っ
と
多
く
の
会
員
が
他
地
区
・
に
促

の
ク
ア
オ
ル
ト
に
も
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
仕

組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
電
友
会
お
い
た
ま

◎
電
友
会
山
形
支
部
G
G
入
会
へ
参
加

電
友
会
お
い
た
ま
の
　
「
レ
ク
行
事
」
と
し
て
位
躍

付
け
て
い
る
揖
友
会
山
形
支
部
主
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
七
会
が
、
平
成
2
9
年
1
0
月
5
日
、
山
形
市
蔵
上

見
帖
ら
し
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま

し
た
■
　
「
電
友
会
お
い
た
ま
」
か
ら
は
7
名
が
参
加
し

好
六
の
秋
空
の
卜
、
午
前
中
1
6
ホ
ー
ル
、
午
後
8
ホ
ー

ル
の
競
ほ
を
競
い
合
い
ま
し
た
〔

参
加
会
員
は
普
段
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
し
か
や
っ
て

い
な
い
た
め
か
悪
戦
苦
闘
、
ブ
ナ
も
漏
れ
る
1
コ
マ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
怪
我
も
な
く
楽
し
い
1
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
了

参
加
者
上
位
5
人
の
成
績
を
競
う
用
休
戦
は
、
9

チ
ー
ム
中
第
5
位
と
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
が
、
次

年
度
も
蔵
E
見
暗
ら
し
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
距
離
的
に
も
近
く
、
又

来
よ
う
と
今
回
の
小
」
辱
を
誓
い
、
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
■

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

骨
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
9
年
度
　
（
上
期
）
　
の
活
動
状
況

1
言
屯
例
総
会
　
4
月
［
山
‖

（
出
席
者
1
3
名
一
束
部
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ー
セ
ン
タ
ー

■
り
＝
オ
ー
フ
二
、
／
グ
大
会
　
5
月
H
H

T
了
備
日
比
へ
雨
た
の
た
め
中
止

′
3
し
6
月
例
月
大
会
　
6
日
コ
H

（
参
加
者
1
9
名
〉
　
揚
る
っ
し
一
P
G
場

優
勝
　
小
松
　
卜
一
　
準
健
棒
　
和
州
　
義
雄

1
テ
月
例
月
大
会
　
7
月
1
5
日

（
参
加
者
1
4
名
）
　
自
川
湖
P
G
場

優
勝
　
遠
藤
　
安
昭
　
　
準
優
勝
　
本
日
■
　
十
日
廣

－
J
■
8
月
盛
夏
大
会
　
8
月
1
2
日

（
参
加
者
1
4
名
）
　
湯
る
っ
と
P
G
場

優
勝
　
佐
藤
　
肇
　
　
　
唯
優
勝
　
遠
藤
　
安
昭

針
9
月
例
月
大
会
　
9
月
沌
口

〈
参
加
者
1
2
名
）
　
白
川
湖
P
G
場

優
勝
　
遠
藤
　
安
昭
　
　
準
優
勝
　
本
川
‥
ト
＝
廣

今
年
度
で
1
3
回
日
と
な
る
三
地
区
P
G
愛
好
会

（
古
川
、
小
牛
田
、
お
い
た
ま
）
　
交
流
大
会
が
　
『
N



各地区電友会だより（山形）

冨月花を求めて
走り回る3人租

二」

T
T
古
川
P
G
愛
好
会
』
　
の
主
催
で
9
月
5
日
、
山

村
公
園
や
く
ら
い
バ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
聞
催
さ
れ
ま

し
た
ゥ
我
が
会
か
ら
岬
名
参
加
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み

夜
の
表
彰
式
・
懇
親
会
で
は
1
年
ぶ
り
の
再
会
と
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
へ
の
思
い
、
珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー

の
請
で
大
い
に
盛
り
と
が
り
ま
し
た
‖
】

㈲
P
h
0
－
－
I
友
友
？

写
真
は
振
れ
ば
よ
い
も
の
？
な
ん
て
甘
か
っ
た
よ

う
で
す
▲
素
人
に
し
て
は
、
果
て
し
な
い
も
の
が
あ

る
の
で
す
ね
。

平
成
鱒
午
5
月
に
新
し
く
発
足
し
、
鹿
俣
代
表
を

中
心
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
何
と
か
人
目
わ
せ
な
が
ら
、

い
八
に
な
る
被
写
体
、
中
」
月
化
を
求
め
て
あ
ち
ら
こ
ち

ら
と
走
り
肘
∵
て
い
る
3
人
組
　
（
現
在
一
で
す
っ

山
布
峠
を
超
え
、
・
H
然
美
が
溢
れ
る
裏
磐
梯
は
毘

沙
門
沼
か
ら
櫓
原
湖
へ
の
散
策
、
弥
六
沼
を
愛
で
、

表
磐
梯
で
は
上
相
愛
√
さ
ん
ゆ
か
り
の
知
る
人
ぞ
知

る
リ
ス
テ
ル
ホ
テ
ル
や
天
鏡
閣
、
ス
カ
イ
ハ
レ
ー
、

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
上
湯
峠
、
飯
坂
茂
庭
を
経
て
鳩
蜂

峠
を
超
え
れ
ば
1
日
の
終
わ
り
轟

花
が
聞
け
ば
、
南
陽
は
双
松
公
園
、
寒
河
江
は
長

岡
公
園
、
裏
磐
梯
は
雄
同
沼
等
、
美
し
い
と
美
味
し

い
が
お
好
き
な
万
は
‖
疋
非
、
ご
一
緒
に
…

平
成
乃
年
日
月
に
は
、
山
形
で
行
わ
れ
た
N
T
T

－
O
B
写
真
ク
ラ
フ
主
催
の
展
示
会
に
、
賛
助
展
．
小

を
行
い
ま
し
た

か
ポ
ー
リ
ン
グ
愛
好
会

ポ
ー
リ
ン
グ
愛
好
会
発
足
後
、
初
め
て
の
競
技
会

「
会
に
杯
」
　
が
平
成
乃
隼
1
0
月
2
8
日
、
7
名
が
参
加

し
て
米
沢
ボ
ー
リ
ン
グ
レ
ー
ン
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た

競
技
会
は
こ
れ
ま
で
の
ア
へ
レ
ー
ジ
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
設
け
て
参
加
者
全
日
、
優
勝
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
ル
ー
ル
と
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競

い
左
目
い
ま
し
た
■
　
競
技
と
も
な
れ
ば
、
H
こ
ろ
の
例

会
と
勝
手
が
違
う
の
か
、
ス
ト
ラ
ィ
ク
や
ス
ヘ
ア
が

な
か
な
か
取
れ
ず
四
苦
八
苦
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
全
日
．
化
し
武
に
3
ゲ
ー

ム
を
投
げ
切
．
り
ま
し
た

集
計
の
結
果
、
優
略
は
普
段
の
例
会
の
ス
コ
ア
よ

り
格
段
に
ア
ッ
プ
し
た
小
嶋
富
子
き
ん
、
第
2
位
は

仙
〓
昌
美
さ
ん
、
第
3
位
は
五
十
嵐
誠
一
き
ん
と
な

h
り
ま
し
た
し

優
勝
し
た
小
嶋
さ
ん
は
、
「
今
日
は
神
っ
て
る
、

入
会
に
強
い
の
か
も
」
と
大
喜
び
で
し
た
■
‥

正
月
明
け
以
降
に
第
2
回
日
の
競
ほ
大
会
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
■

愛
好
会
会
員
も
当
初
の
7
名
か
ら
川
名
に
増
え
、

月
2
回
の
例
会
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
ボ
ー
リ

ン
グ
愛
好
会
へ
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
′



各地区電友会だより（山形）

寒河江「悪恩寺」にて

コ5

◆
電
友
会
長
井

◎
総
会
開
催

第
8
同
総
会
を
4
月
2
1
日
に
行
い
、
2
名
の
新
会

‥
H
を
迎
え
る
事
が
日
米
、
会
員
数
4
2
名
に
な
り
ま
し

た
。
■
　
総
会
で
は
、
1
泊
旅
行
、
い
も
煮
会
、
新
年
会

等
の
今
年
度
の
計
画
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

恒
例
と
な
っ
た
今
年
度
の
1
泊
旅
行
は
　
「
隅
田
川
屋

形
船
舟
F
∴
り
」
と
な
り
9
月
1
0
日
、
目
口
に
実
施
。

両
国
で
の
チ
ャ
ン
コ
鍋
、
屋
形
船
で
の
天
ぷ
ら
、
築

地
で
の
寿
司
を
食
べ
、
そ
れ
に
築
地
本
願
寺
、
浜
雅

早
目
等
を
観
て
廻
り
東
京
を
満
喫
し
て
来
ま
し
た
■

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

日
歩
こ
う
会

サ
ー
ク
ル
で
は
5
月
、
6
月
、
7
月
の
日
帰
り
活

動
を
計
画
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
5
月
に
は
寒
河
江

市
の
慈
恩
寺
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
、
■
　
そ
の
際
に
寒
河

江
さ
く
ら
ん
ぼ
の
阿
部
会
長
に
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
頂

き
大
変
貴
重
な
歩
こ
う
会
で
し
た

か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

練
習
日
に
は
、
6
1
7
缶
の
参
加
で
す
が
、
月
り
】

回
や
っ
て
お
り
ま
す
■
参
加
者
は
　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
や
る
様
に
な
っ
た
ら
足
、
腰
の
痛
み
が
和
ら

い
た
等
大
変
良
い
運
動
で
あ
る
L
と
言
っ
て
お
り
ま

す
■
　
川
月
5
日
の
友
邦
入
会
に
は
7
名
参
加
、
結
果

は
レ
ご
つ
で
あ
れ
、
秋
帖
れ
の
さ
わ
や
か
な
空
の
卜
、

フ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
健
康
維
持

の
為
練
習
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
■

榔
I
T
サ
ー
ク
ル

会
報
の
発
行
は
相
変
わ
ら
ず
続
け
て
お
り
ま
す
が

今
年
度
の
口
玉
は
タ
フ
レ
ッ
ト
講
習
と
、
年
末
の
写

真
入
り
年
賀
状
作
り
講
習
で
、
日
月
下
旬
か
1
2
月
卜

旬
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
U


